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岐阜信用金庫

安全運転に対する意識の再認識ツール

1924年に有限責任岐阜信用組合として設立。

アルコール測定器の測定結果を
データ管理するため

導入のきっかけ

今回取材させていただいた岐阜信用金庫様は、一般事業者も
アルコール検知器義務化となった道路交通法施行規則改正への備え
として、岐阜県で最初に導入いただいた企業様である。
飲酒・残酒の状態での業務はしないという当たり前のことを意識させ
啓蒙活動を継続することが大事であるということを改めて認識させられた。
アルコール検知器が取引先からの信頼を得るための一つのツールとして
ご活用頂いていることがわかった。

『安全運転十か条』を作成し、
交通安全について啓蒙

安全への取組み

運用の流れとしては、運転者が出発前に安全運転管理者による点呼を

行い、飲酒の有無の確認などをしてから自動車の鍵を渡すというもの

である。

職員にお酒が好きな人が少ないということもあり、社内共通の認識と

して、飲酒・残酒の状態で出勤することは取引先への信頼を失うという

考えが強い。

ALC-PROⅡ導入後は、以前に増して職員が前日の飲酒量や時間を気に

するようになり、取材日まで１件もアルコール検知をしていない。

導入により、アルコール検知に対する意識が高まったように感じる。

交通安全対策として、定期的にスピードや前方不注意などに気を

付けるよう全職員にメールで通達し、注意喚起をおこなっている。

〒500-8833  
岐阜県岐阜市神田町６－１１  

東海電子の測定器を導入後、意識が向上し
前日の飲酒量や時間をより気にするように。

効果・感想

また、『安全運転十か条』を作成し、運転中のスマートフォン操作

禁止など具体的に記載、交通安全について啓蒙をしている。

全職員がアルコール検知ゼロを守れて当たり前という意識である。

今後も安全に対する意識を維持していき、更に啓蒙活動を継続して

いく。

「地域社会繁栄へのご奉仕」「地元中小企業の健全な発展のサポート」
「豊かな家庭生活実現のお手伝い」を経営理念に掲げ、
預金・貸出などの業務を通じて、常にお客さまの視点に立った・寄り添った
サービスの提供を行うなど、つながりを大事にしている。

・設置型アルコール検知器　ALC-PROⅡ

一般事業者でのアルコール検知器が義務化になり、導入を検討する

こととなった。既に東海電子のアルコール検知器ALC-PROⅡを導入

されているグループ会社のぎふしんメール株式会社様を参考にした。

簡易的なアルコール測定器では、測定時間にバラつきがあるため結果の

管理が難しい。ALC-PROⅡは結果をデータ化して管理することが可能な

ため、運用効率化を図り導入することとなった。


